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学位論文等題目 〈論文〉 17世紀「Kick」工房のラッカー表現と日本の漆芸表現の比較 
 〈作品〉 Willem Kick箱：木地 Willem Kick箱：ラッカー塗り Willem Kick
箱：日本と Willem Kick 南蛮輸出漆器パネル  ヨーロッパラッカ
ー：イギリスの中国様式シノワズリ ヨーロッパラッカー： Gerard 
Daglyの日本様式シノワズリ 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 小椋 範彦 
（論文第１副査） 東京藝術大学 特任教授 （グローバルサ
ポ ー ト セ ン タ
ー） 
井谷 善惠 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 青木 宏憧 
（副査） 東京藝術大学 教授 （大学美術館） 黒川 廣子 
（副査） 東京藝術大学 名誉教授 （） 三田村 有純 
（副査） 金沢美術工芸大学 教授 （ 美 術 工 芸 学
部） 
山崎 剛 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  














































































   今後、Dave氏が研究を続けヨーロッパの文化と日本の文化が融合し新しい表現が生まれることを期待
する。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 申請者はオランダからの国費留学生である。アムステルダム国立美術館の木工の保存工房の職員とし
て勤務していた。オランダ東インド会社の研究がきっかけとなってアジアの文化に更に興味を持ち、日
本での研究に没頭した。 
オランダ出身である申請者は、日本とオランダの関係性を探求し、日本と西洋の文化的架け橋として
の日本の漆と西洋のラッカーに焦点を当てたものである。 
 日蘭交流４００年以上の歴史の中でオランダ人であるからこそ、より早くラッカー作品を手掛けてい
たオランダのウィレム・キックの存在に焦点を当てた。 
日本国内でもウィレム・キックについて研究された論文等はほとんどなく、キックの存在についても未
だあまり知られていない。キックの背景についても詳しく述べられ精巧な仕事ゆえのいろいろな制限が
つけられ不遇な中での制作等についてはよく研究されている。 
 また、作品ではキック工房のラッカー表現の模造制作と日本の漆芸表現の比較として日本の影響と蒔
絵技法を習得していたらといった仮定を元に西洋と東洋の融合による箱の制作は、デザインには不満が
あるが面白い比較表現であろう。 
そのほかの作品としてはボリューム感が弱く南蛮蒔絵の写し、ダグリーのラッカー作品の写し、シノ
ワズリパネルの写しに関して創作面では弱さがあるが及第点に仕上がっている。論文では制作技法、説
明が多く見られ、述べているところが少なく感じるが、公開審査の発表では自身の言葉でとてもわかり
やすく明確に伝わっていたのでとても評価が高い。提出された作品と論文は共に高い水準にあり、博士
学位授与にふさわしいものと評価したい。 
 
